




















多くの外国人観光客が訪問しており, ホテルやゲストハウス, レストラン, 土産品店
等が建設され, 市街地は開発が進んでいる｡ しかしその一方で, 州人口の大部分は未
だに農村部に居住しており, この州はカンボジアの中でも貧しい州の一つという位置
に留まっている｡ 農村居住者の多くは, 農業など第一次産業に従事しているが, その
傍らで土産品向けや農村部での使用のために土着の技術に基づく非農業活動 (シルク




ことである｡ 各世帯を訪問し得られたデータを用いて, 男女別人口分布, 世帯当たり
所得分布, 男女別世帯主状況, 世帯貧困状況, 村内の不平等状況, 世帯当たり消費状
況, 世帯当たり資産保有状況, 耐久消費財所有状況等の分析を行った上で, 村内で行
われている家内産業であるラタン手工芸品 (以下) 産業の現状









































本稿の研究対象である家内産業の原料はラタン (藤) である｡ ラタンは, 手工芸品
や家具生産業に用いられる, カンボジアの経済及び社会の中で重要な非木材産物の
つである｡ ホート () は, カンボジアのラタンの多様性や利用方法等に関
して以下のように述べている｡ カンボジアには種のラタンが確認されており),
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) シェムリアップ州のデータに関しては,  !"#$!%及び &
'$#$!% ()*$)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可能性を持つものと見なされており, 食料, 建築材, 漢方薬, 家具等の幅広い用途で
地域社会において, 何世紀にもわたり利用されている｡ 食用には多くの種の新芽が好
まれ, ある種の葉は葺きに, 特定の種の根は漢方薬に使用されている｡ そして, ラタ
ンの茎は, 家庭用品から家具に至るまで様々な製品の原料として用いられる｡ 一般的
に小さいものは, 材料を結ぶロープや様々なタイプのバスケット作製に用いられ, 中
型から大型のものは, 椅子やソファ, ベッド, 衣装ダンスのような家具のフレームと
して用いられる｡ ラタンは主に森林の中で成長し, 種によって適した光量や土壌条件














しては以下のようなものが挙げられる｡ 廣畑 () はカンボジアに存在する, 基本
的に小規模で零細な地場産業を数種類紹介している｡ その中で, 様々な種類のざるや
手提げ袋, 帽子, ござ等を作製する手工芸品産業を紹介しており, その材料としては,
ラタンの他に, 竹の皮, オウギヤシやココヤシの葉, バナナの幹の繊維等, 多くの物


































全て完全なデータを入手できたとは断言できない｡ しかし, 発展途上国, 特に農村地
域における世帯の社会経済状況に関する詳細なデータはそもそも存在しないことも多
く, 今回の調査データ及びそれを用いた分析結果も有意であると考える｡
調査日は, 年 月 日から日の日間, 調査方法は標本調査ではなく全
数調査を採用した｡ 産業を行っている全世帯が対象となるため! 世帯に対し調
査を行った｡ 調査対象は全! 世帯で全人口は人, 平均世帯人数は!"#人である｡
表－には調査村の概要をまとめている｡ 調査村であるポピセ村は, シェムリアッ
プ州カラベイリエル ($%	) 郡カラベイリエル行政区に属しており, シェムリ
アップ市街地から北方に約&キロ, アンコール遺跡群からは約キロ, アンコール
大学からは約キロに位置している｡ 図－はポピセ村の位置を示している｡ 総
土地面積は約!, 内が稲作に利用されている｡ さらに, 約を野菜生産
に, 約!を住宅として用いられている｡ 村内には小学校及びヘルスケアセンター
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) デルヴェール (, &頁)｡
は存在していないが, 同行政区内のものが利用可能である｡ 村の総人口は人で,



































































の職業としては, 農業や野菜・果物の販売といった農業関連職, ドライバー, 大工,
音楽家, 理髪師, マッサージ師, 小売店経営といった自営業関連職, 建設等工業労働,
教師, 警備員, 清掃員といった賃金収入関連職等が挙げられ, その他に子供からの振
り込みと回答したケースもあった｡ 図内のつの横点線は, 低い順に平均値,
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) 以外の平均値 (	ドル)を超える所得を得ているのは, わずか世帯である｡

) 本調査では, 回答者が世帯主の意味を把握していない場合も多かったため, 女性が世帯主と回答







所得を算出し分析を行った｡ ポピセ村の平均一人当たり月間収入額は, ドル, 














 世帯主の男女比 世帯 (		％) 世帯 (％)
 世帯主平均年齢 歳 	
歳
 世帯平均人数 	人 人

世帯主婚姻状況
既婚 世帯 (％) 世帯 ( 	％)
未婚 世帯 ( ％) 世帯 (	％)
離婚 世帯 ( ％) 世帯 (	％)
死別 世帯 ( ％) 世帯 (％)
	
世帯主教育状況
非識字 世帯 ( 
％) 世帯 (％)
識字能力有り 世帯 (％) 世帯 (％)
小学校 世帯 (％) 世帯 (	％)
中学校 世帯 (％) 世帯 (	％)
高等学校 世帯 ( 	％) 世帯 ( 	％)
大学 世帯 ( ％) 世帯 ( ％)
不明 世帯 ( 	％) 世帯 ( ％)
 産業従事者 世帯 (％) 世帯 (
％)

 世帯平均月当たり所得 ＄ ＄
 産業による世帯平均月当たり所得 	＄ 
＄
 産業以外による世帯平均月当たり所得 	＄ 	＄
出所) 筆者作成｡
注) 調査対象である	世帯中世帯は男女が不明のため, 排除している｡ 女性世帯主で既婚の
世帯は, 現在配偶者が他州に居住している｡ 及びの項目に関しては, 男性世帯主では
世帯, 女性世帯主では世帯が所得の構成割合が不明なため排除している｡
) カンボジア独自の貧困ラインでは, 首都プノンペン, その他都市部, 農村部, カンボジア全体の
つに分けて貧困ラインを設定しており, 今回の調査は対象が農村であるため農村部の貧困ライ
ンを用いた｡ これは, 食糧貧困ラインと非食糧貧困ライン及び清潔な水の価格を考慮して算出し










































	) であるため, 当村における不平等度は, カンボジア全体より低くなっている｡























％ ％ ％ ％ ％
 	  ％ 	％ ％ ％ ％ 
出所) 筆者作成｡
) 山川 () の調査村, タットレイ村の貧困ギャップ率はカンボジア独自の農村部貧困ラインが





額は階層が上がるほど高く, 第層ではドル近い｡ 一方で, 女性世帯主の産





























男性 	  
女性   
第層 	
 	
男性 	 	 





女性   
第層 	 	
男性 	  

女性   
出所) 筆者作成｡
注) 全	世帯中, 世帯主の性別が不明である世帯を除いた世帯を所得の低い順に並べ, 













































  	  	  	 
	   
   
  	    
 	
  
  	 
  	
   





	   
    
  
 	   
出所) 筆者作成｡
注) 前表と同様に世帯を階層に分類している｡ 医療費は月間分で回答している場合, を掛けて年















































'(   
  	 	 
'( 		 		 
	 		   
'	(  	 
 	
   
'( 
  
   	 
'( 	 
	 	
  		  
出所) 筆者作成｡
注) 調査対象の全世帯を世帯所得の低い順に階層 (第層～第	層, 世帯, 第層と第層, 
世帯)に分類している｡ 稲作地では, 世帯, 野菜畑では	世帯, 所有している土地及び家屋の価値
では, 世帯, 貯蓄では世帯, 借金では世帯が未回答であったため, これらを排除して算出し
ている｡ ただし, 貯蓄の項目では全世帯中世帯はと回答している｡ 家畜は世帯が所有して
いる牛, 水牛, 鶏, アヒル, ヤギ, 豚の調査時の現地価格から算出している｡ 現地価格が未回答の
場合は, 回答結果から平均値を算出し利用している｡
得額も低くなっている可能性も考えられる｡ 野菜畑の保有量は第層が比較的多い
が, その他の層では程度である｡ 所有土地及び家屋の価値は, 第層と第
層で逆転が起きているものの, ほぼ世帯当たり所得の高さに比例して高くなっている｡
特に上位層 (第層, 	ドル, 第層, 

	ドル) が保有している額は非常










しては, ｢家屋の建築｣, ｢家畜 (牛, 豚)の購入｣, ｢医療費｣ 等が挙げられる｡ 借入先
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た｡ 調査項目として, ①経験と技術, ②生産と価格の決定要因, ③原料ラタン生息
地までの距離と採集費用及び原料ラタン保有量, ④ラタン手工芸品の価格, ⑤需要
と供給のポテンシャルを採用している｡ 本来, 人の持つ技術レベルを正確に測定する

























可能かという質問に対しては, 人 (	％)が可能と回答している｡ 注文に応じて












過ぎないため, 当産業の経済的規模は非常に小さいものである｡ しかし, 製品作製に
かかる時間は, 最も安いもので	時間 (	日), 最も高いものでも	時間 (	日)
ほどで, 比較的短時間で製品を完成させることが出来る｡ またこれは, トレーニング
により作製時間の短縮が見込めると考えられる｡ 調査時に, 無料でトレーニングを受
けられるならば参加したいと回答したのは人 (	％)に達しており, 村人が利用




平均経験年数 (年) 	 最も安い商品の平均値 (ドル) 	
作製可能な
の種類数 	 平均必要時間 (時) 	
労働時間 平均必要日数 (日) 	
平均日当たり労働時間 (時) 	 最も高い商品の平均値 (ドル) 	
平均週当たり労働日数 (日) 	 平均必要時間 (時) 	








産量や種類を決めるのは ｢注文量に応じて｣ という回答が最も多く, ％に達して
いる｡ このことは, 注文量の増加及び安定した注文量の確保が出来れば, 産業として
の規模を拡大することも可能であることを表している｡ しかし, ｢自分のペース｣,
｢利用可能な原料ラタン量に応じて｣, ｢天候に応じて｣ という回答も, それぞれ	人
(


















製品作製の決定要因 人  価格の決定要因 人 
自分のペース 	 
	 原料費及び作製必要時間  
注文量に応じて 
  顧客及び仲介人の提示する価格  	








あった｡ 一回の採集で入手出来るラタン量は, 平均ピース或いは	束で, こ
れは通常, 平均日利用することが出来る量である｡ 一方, 原料ラタンを購入し


















































































別の分析によると, 被服費や医療費, 調理用燃料費等の消費額, 所有土地・家屋の価
値に関しては, 高位の階層世帯ほど高いものの, 食料費や借金額に関しては, そのよ
うな関係は見られなかった｡
産業に関して明らかになったことは以下の通りである｡ ①産業は主に幅広
い年齢層の女性により行われている｡ ② 各家庭にて行われるため, 正確な労働時間
は測りにくいが, 一般的な就業時間よりも短い｡ ③ 商品価格はあまり変化していな
いが非常に安価である上に, 価格の決定権は仲介人が握っており, 生産者自身が市場
価格を調べることも少ない｡ ④ 生産は注文量に応じて決定すると回答した人が最も
多いが, 生産量は出来高次第と考えている生産者も多数存在する｡ ⑤ 近隣のラタン
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カンボジア農村部における家内産業の可能性 (／山川) ――
